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富山市八ケ山にある法蔵菩薩 立山町松倉にある法蔵菩薩 

 

法
蔵
菩
薩
の
新
知
見 

尾
田 

武
雄 

 

平
成
二
〇
年
に
『
と
や
ま
の
石
仏
た
ち
』
を
上
梓
し
て
以
来
、
や
せ
仏
の
い
わ
ゆ
る
法

蔵
菩
薩
の
像
に
関
心
を
抱
か
れ
た
人
が
多
く
、
多
数
の
便
り
が
届
い
た
。
そ
の
著
書
で
は
、

二
十
八
体
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
後
高
知
県
在
住
の
岡
村
庄
造
氏
か
ら
、
香
川
県
の
五
体

の
石
仏
の
紹
介
を
受
け
た
。
一
体
は
造
立
年
が
わ
か
り
、
昭
和
二
年
の
銘
が
あ
る
。
そ
の

他
、
県
内
で
は
滝
本
や
す
し
氏
か
ら
富
山
市
八
ケ
山
公
民
館
近
く
の
墓
地
に
一
体
石
仏
を

紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
佐
藤
武
彦
氏
か
ら
富
山
市
花
崎
（
旧
大
山
町
）
旧
道
一
体
、
立

山
町
松
倉
に
一
体
、
富
山
県
内
で
合
計
石
仏
三
体
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。 

 

ま
た
全
国
的
に
は
、
民
族
文
化
映
像
研
究
所
の
姫
田
忠
義
氏
に
師
事
し
、
日
本
列
島
に

伝
わ
る
様
々
な
庶
民
の
生
活
文
化
の
映
像
記
録
作
業
に
関
わ
る
青
原
さ
と
し
氏
か
ら
広
島

市
西
区
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
光
西
寺
の
木
像
一
体
、
帝
塚
山
大
学
准
教
授
杉
崎
貴
英
氏
か

ら
愛
知
県
常
滑
市
の
浄
土
宗
西
山
深
草
派
宝
樹
院
に
木
像
一
体
の
ご
教
示
を
得
ま
し
た
。

滝
本
氏
か
ら
は
そ
の
他
、
金
沢
市
内
の
浄
土
宗
寺
院
に
一
体
、
加
賀
市
内
の
真
言
宗
寺
院

に
一
体
、
福
井
市
内
の
浄
土
宗
寺
院
に
二
体
の
や
せ
仏
を
教
示
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
い

ず
れ
も
阿
弥
陀
で
は
な
く
釈
迦
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
杉
崎
氏
か
ら
『
龍
谷
教
学
第
四
十
四
号
』（
平
成
二
二
年
三
月
発
刊
）
で
は
井

上
見
淳
氏
の
『
「
五
劫
思
惟
の
阿
弥
陀
如
来
」
肥
満
・
憔
悴
論
」
』
の
論
文
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
ま
す
ま
す
や
せ
仏
が
気
に
な
る
昨
今
で
あ
る
。 
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１.降誕 

釈
迦
の
生
涯 

滝
本 

や
す
し 

 

釈
迦
は
紀
元
前
七
世
紀
～
紀
元
前
五
世
紀
頃
、
シ
ャ
ー
キ
ャ
族
王
・
シ
ュ
ッ
ド
ー
ダ
ナ

(

漢
訳
名:

浄
飯
王 

じ
ょ
う
ぼ
ん
の
う)

の
男
子
と
し
て
、
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
の
ル
ン
ビ
ニ

に
あ
た
る
場
所
で
誕
生
。
王
子
と
し
て
裕
福
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
二
十
九
歳
で
出

家
し
た
。
三
十
五
歳
で
菩
提
樹
の
下
で
降
魔
成
道
を
遂
げ
、
悟
り
を
開
い
た
と
さ
れ
る
。

ま
も
な
く
梵
天
の
勧
め(

梵
天
勧
請)

に
応
じ
て
初
転
法
輪
を
巡
ら
す
な
ど
し
て
、
釈
迦
は

自
ら
の
覚
り
を
人
々
に
説
い
て
伝
道
し
て
廻
っ
た
。
南
方
伝
で
は
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
カ
月
の

満
月
の
日
に
八
十
歳
で
入
滅(

死
去)
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 [

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り]

 

２.苦行 

３.出山 

６.正覚 

８.涅槃 

４.瞑想 

７.説法 
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１
．
降
誕
（
富
山
県
高
岡
市
赤
丸 

路
傍
） 

 
釈
迦
は
イ
ン
ド
暦
の
二
月
十
五
日
に
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
中
国
暦
で
は
四
月
八
日

を
降
誕
と
し
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
四
月
八
日
ま
た
は
五
月
八
日
に
灌
仏
会(

花
ま
つ
り)

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。 

 

釈
迦
の
降
誕
像
は
、
寺
院
内
で
木
像
や
金
銅
製
の
も
の
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
が
、

石
像
の
作
例
は
少
な
い
。
北
陸
三
県
内
で
は
、
こ
の
一
体
を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
。 

 

２
．
苦
行
（
福
井
県
福
井
市
佐
野
町 

路
傍
） 

 

二
十
九
歳
で
出
家
し
た
釈
迦
は
、
ウ
ル
ヴ
ェ
ー
ラ
の
林
に
入
り
、
断
食
の
修
行
を
行
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

釈
迦
の
苦
行
像
は
降
誕
像
と
同
様
に
、
寺
院
内
で
木
像
や
金
銅
製
の
も
の
を
見
か
け
る

こ
と
が
多
い
が
、
石
像
の
作
例
は
少
な
い
。
北
陸
三
県
内
で
は
、
こ
の
一
体
を
確
認
す
る

の
み
で
あ
る
。 

 

３
．
出
山
（
富
山
県
高
岡
市
下
麻
生 

高
野
山
真
言
宗
宝
泉
寺
） 

 

ウ
ル
ヴ
ェ
ー
ラ
の
林
で
の
六
年
間
の
断
食
修
行
で
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

釈
迦
は
、
修
行
を
止
め
、
山
を
降
り
た
。
顔
は
痩
せ
こ
け
、
髪
や
髭
が
伸
び
て
い
る
。 

 

釈
迦
の
出
山
像
は
、
寺
院
内
で
木
像
や
絵
像
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
石
像
は
稀

で
あ
る
。
北
陸
三
県
内
で
は
、
こ
の
一
体
を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
。
顔
面
部
分
が
剥
落

し
て
お
り
、
表
情
が
う
か
が
え
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。 

 

４
．
瞑
想
（
富
山
県
滑
川
市
四
間
町 

曹
洞
宗
徳
城
寺
） 

 

釈
迦
は
そ
の
後
、
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ラ
ー
河
で
身
を
清
め
、
村
娘
ス
ジ
ャ
ー
タ
が
作
っ
た

牛
乳
の
粥
の
布
施
を
受
け
て
体
力
と
気
力
を
回
復
し
、
ピ
ッ
パ
ラ(

菩
提
樹)

の
下
で
瞑
想

に
入
っ
た
。 

 

定
印
を
結
ぶ
釈
迦
は
瞑
想
中
の
姿
で
あ
り
、
木
像
や
石
像
の
作
例
も
多
い
。
こ
の
石
像

は
、
左
右
に
八
体
ず
つ
の
弟
子
を
従
え
て
い
る
。
こ
の
石
像
の
背
後
に
、
涅
槃
像
が
彫
ら

れ
た
新
し
い
石
板
が
近
年
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

５
．
降
魔
（
作
例
な
し
） 

 

瞑
想
に
入
っ
た
釈
迦
は
、
四
十
九
日
後
に
降
魔
成
道
を
遂
げ
た
。
十
二
月
八
日
に
成
道

会
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。 

 

釈
迦
の
降
魔
像
は
全
国
的
に
も
作
例
が
少
な
く
、
北
陸
三
県
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
一
体

も
確
認
し
て
い
な
い
。 

 

６
．
正
覚
（
富
山
県
南
砺
市
安
居 

高
野
山
真
言
宗
安
居
寺
） 

 

悟
り
を
開
い
た
釈
迦
は
、
梵
天
の
勧
め
に
応
じ
て
、
苦
行
を
共
に
し
た
五
人
の
仲
間
に

説
い
た
。
こ
れ
を
初
転
法
輪
と
称
す
る
。 

 

施
無
畏
与
願
印
の
釈
迦
は
数
多
く
み
ら
れ
、
木
像
だ
け
で
な
く
石
像
の
作
例
も
多
い
。

こ
の
石
像
は
座
像
で
あ
る
が
、
他
に
は
立
像
の
作
例
も
あ
る
。 

 

７
．
説
法
（
石
川
県
加
賀
市
山
中
温
泉
薬
師
町 

高
野
山
真
言
宗
医
王
寺
） 

 

初
転
法
輪
を
終
え
た
釈
迦
は
、
自
ら
の
覚
り
を
さ
ら
に
多
く
の
人
々
に
説
い
て
伝
道
し

て
廻
っ
た
。 

 

説
法
印
の
釈
迦
は
身
振
り
手
振
り
で
人
々
に
わ
か
り
や
す
く
説
い
て
い
る
姿
で
あ
る
が
、

作
例
は
意
外
に
少
な
い
。
こ
の
石
像
は
近
年
の
作
の
よ
う
で
あ
る
が
、
説
法
印
を
結
ぶ
釈

迦
三
尊
は
珍
し
い
。 

 

８
．
涅
槃
（
福
井
県
福
井
市
西
木
田
四
丁
目 

曹
洞
宗
泰
清
院
） 

 

釈
迦
は
イ
ン
ド
暦
の
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
カ
月
の
満
月
の
日
に
八
十
歳
で
入
滅
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
中
国
暦
で
の
二
月
十
五
日
に
あ
た
り
、
二
月
十
五
日
ま
た
は
三
月
十
五
日
に

涅
槃
会
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。 

釈
迦
の
涅
槃
像
は
絵
像
の
作
例
が
多
く
、
涅
槃
会
に
掛
軸
が
掲
げ
ら
れ
る
。
石
造
物
で

は
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
石
仏
の
中
に
第
九
番
阿
波
國
法
輪
寺
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
涅
槃
像
の
単
独
で
の
作
例
は
稀
で
、
近
年
造
立
さ
れ
た
徳
城
寺
の
も
の
を
除
く
と

こ
の
一
体
を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
。
十
年
ほ
ど
前
に
市
内
足
羽
一
丁
目
の
金
毘
羅
山
怒

相
院
よ
り
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
も
の
で
、
周
囲
の
人
物
等
も
細
か
く
彫
ら
れ
て
い
る
。 
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金
毘
羅
大
権
現 

平
井 

一
雄 

 

１
、
金
毘
羅
大
権
現
は
、
梵
語
で
ク
ン
ビ
ラ
と
い
い
、
印
度
で
は
鰐
を
神
格
化
し
た
も
の

と
い
う
。
仏
法
を
守
護
す
る
夜
叉
王
の
一
人
で
あ
り
、
本
来
は
薬
師
如
来
の
十
二
神
将
の

筆
頭
で
あ
る
宮
比
羅
大
将
を
い
い
、
般
若
守
護
十
六
善
神
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
守
護
神

で
あ
る
。
ま
た
、
釈
尊
が
修
行
し
た
と
い
う
ヒ
フ
ラ
山
の
守
護
神
で
も
あ
つ
た
と
も
い
わ

れ
る
。 

【
姿
・
形
】 

よ
ろ
い
を
ま
と
い
、
武
人
の
よ
う
な
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。 

【
功
徳
】 

航
海
の
安
全
等
、
海
の
守
護
神
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
農
村
に
あ
っ
て
は
、
農
神
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
る
。 

 

２
、
神
通
川
流
域
に
点
在
す
る
金
毘
羅
大
権
現
は
武
人
と
い
う
姿
は
な
く
、
個
人
の
信
仰

に
も
と
ず
い
た
思
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
像
容
が
み
ら
れ
る
。 

各
々
屋
敷
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
屋
敷
神
と
し
て
の
信
仰
は
薄
れ
、
他

の
野
仏
た
ち
に
い
っ
し
ょ
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。 

 

３
、
金
毘
羅
像
の
色
々 

①
旧
大
山
町
上
馬
ノ
瀬
キ
ダ
キ
の
金
毘
羅
像 

通
称
キ
ダ
キ
は
岩
山
を
切
り
開
き
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
片
側
が
黒
川
に
落
ち
込
み
今
で
も

い
か
に
も
難
所
と
い
う
感
じ
の
と
こ
ろ
、
山
側
の
吹
き
付
け
に
く
ぼ
み
を
つ
け
不
動
明
王

と
こ
の
石
像
を
祀
っ
て
い
る
。
石
淵
の
住
人 

山
崎
甚
七
が
明
治
の
頃
、
旧
道
で
事
故
に

逢
い
、
金
毘
羅
さ
ま
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
快
癒
し
た
の
で
難
所
の
魔
除
け
に
こ
の
石
像
を

奉
納
し
た
と
い
う
話
を
石
淵
（
廃
村
）
の
花
木
と
み
え
さ
ん
か
ら
聞
い
た
。
彩
色
が
残
っ

て
お
り
桃
を
抱
く
桃
太
郎
の
よ
う
な
強
さ
を
意
識
し
た
像
容
で
あ
る
。 

 

②
旧
大
沢
野
町
岩
木
新
の
金
毘
羅
像 

岩
木
新
在
住
の
浅
野
家
の
屋
敷
神
。 

こ
の
お
堂
の
前
を
大
久
保
用
水
が
流
れ
て
い
る
。 

浅
野
家
は
こ
の
用
水
を
利
用
し
た
木
材
運
搬
を
し
て
お
ら
れ
た
時
代
が
あ
り
家
内
安
全
、

病
気
平
癒
を
願
っ
て
祀
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

「
金
毘
羅
大
権
現
」
と
い
う
金
泥
の
銘
が
あ
り
、
お
宝
（
布
地
か
）
が
供
物
の
異
形
の
像

で
あ
る
。 

 

③
旧
大
沢
野
町
西
大
沢
の
金
毘
羅
像 

西
大
沢
会
館
の
前
に
石
堂
を
作
り
、
観
音
石
像
と
共
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

か
つ
て
は
旧
道
に
面
し
た
木
造
の
小
堂
に
祀
ら
れ
て
い
た
。 

大
沢
家
の
聖
観
音
と
か
っ
て
大
沢
家
敷
地
に
仮
住
ま
い
し
て
布
教
し
て
お
ら
れ
た
修
験
者

の
持
仏
で
あ
る
金
毘
羅
石
像
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

④
旧
大
沢
野
町
田
村
町
の
金
毘
羅
王 

田
村
町
を
通
る
「
飛
騨
街
道
」
残
存
の
松
「
天
狗
の
松
」
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
天
狗
の
怪

異
と
し
て
三
年
に
わ
た
る
大
火
事
は
放
火
の
た
め
だ
と
後
で
判
明
し
た
が
、
こ
の
天
狗
松

が
伐
採
さ
れ
、
天
狗
の
霊
を
祀
っ
た
「
天
狗
石
像
」
と
早
瀬
家
の
地
蔵
仏
と
と
も
に
こ
の

金
毘
羅
王
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
『仏
像
図
彙
』
所
収
の
金
毘
羅
王
図
像
に
忠
実
な
像
容
で
あ

る
。 

 

⑤
『仏
像
図
彙
』よ
り
「
金
毘
羅
王
」 

 
⑥
旧
大
沢
野
町
の
東
猪
谷
金
毘
羅
像 

東
猪
谷
三
叉
路
の
石
仏
集
積
祀
堂
に
祀
ら
れ
た
金
毘
羅
石
像
。 

こ
の
近
く
の
山
崎
家
の
屋
敷
神
で
あ
っ
た
が
家
新
築
時
に
こ
こ
へ
移
設
さ
れ
た
。
宝
剣
に

数
珠
を
持
つ
神
仏
習
合
の
像
容
で
あ
る
。 
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①旧大山町上馬ノ瀬キダキ ②旧大沢野町岩木新 ③旧大沢野町西大沢 

④旧大沢野町田村町 ⑤『仏像図彙』より「金毘羅王」 ⑥旧大沢野町東猪谷 
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第
49
回
例
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林 

典
子(

み
ち
こ)

 

  

平
成
二
十
六
年
十
月
十
九
日
（
日
曜
日
）

北
陸
石
仏
の
会
第
49
回
例
会
「
富
山
県
朝

日
町
の
石
仏
め
ぐ
り
」
に
参
加
し
た
。
秋

晴
れ
の
も
と
立
山
連
峰
の
冠
雪
、
身
近
の

紅
葉
を
楽
し
む
。 

 

案
内
人
の
川
端
さ
ん
に
手
書
き
の
マ
ッ

プ
を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
水
野
さ
ん
と
共
に
石
仏
め
ぐ
り
は
始
ま

っ
た
。 

 

大
平
の
十
二
社
で
は
子
負
い
の
参
道
狛

犬
、
カ
エ
ル
が
笑
っ
て
い
る
よ
う
な
神
殿

の
白
い
狛
犬
を
拝
見
。
そ
の
後
、
境
内
と

村
の
中
の
屋
敷
神
を
巡
っ
た
。 

「
野
菊
晴
れ
棟
反
り
美
し
き
石
祠
」 

 

境
の
海
岸
近
く
の
一
里
塚
を
訪
う
。
葉

の
茂
り
が
密
で
塩
害
に
強
い
の
で
一
里
塚

に
植
え
ら
れ
る
と
い
う
榎
の
大
樹
、
椿
の

老
木
が
遠
望
で
き
る
。
ち
な
み
に
榎
は
三

代
目
と
な
る
。
昔
の
ま
ま
に
五
間
四
方
の

盛
り
土
が
残
さ
れ
て
い
る
。
日
月
を
掲
げ

た
青
面
金
剛
の
前
に
は
白
く
丸
い
祈
り
石

が
並
ん
で
い
た
。 

「
冬
の
海
一
里
塚
な
る
大
榎
」 

 

境
の
高
野
山
真
言
宗
護
国
寺
で
は
、
ほ

か
で
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
大
き
い
如
意

輪
観
音
像
を
拝
す
る
。 

行
を
す
る
為
の
滝
の
そ
ば
に
、
奉
納
者

の
描
い
た
絵
を
岩
に
刻
ん
だ
と
い
う
不
動

明
王
が
御
座
し
た
。
そ
び
え
た
つ
よ
う
な

大
き
さ
は
迫
力
が
あ
っ
た
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

の
木
が
多
く
見
ら
れ
る
。
花
の
見
ご
ろ
に

再
訪
し
た
い
も
の
だ
。 

 

境
で
は
水
嶋
家
の
墓
の
あ
る
西
町
共
同

墓
地
も
訪
ね
た
。
文
殊
菩
薩
像
の
台
石
に

「
水
嶋
九
平
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
の
が
認

め
ら
れ
る
。
三
組
の
六
地
蔵
と
如
意
輪
観

音
、
十
一
面
観
音
、
青
面
金
剛
、
准
胝
観

音
な
ど
露
座
の
た
め
、
今
後
の
务
化
が
懸

念
さ
れ
る
。 

 
 
 

「
朱
の
残
る
不
動
明
王
天
高
し
」 

 

泊
の
曹
洞
宗
松
林
寺
の
お
目
当
て
の
彩

色
が
美
し
い
と
い
う
如
意
輪
観
音
像
は
手

当
の
最
中
で
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て

い
た
。
六
地
蔵
を
拝
観
し
、
宝
篋
印
塔
や

一
石
一
字
法
華
塔
を
見
た
。
六
地
蔵
の
謂

れ
を
会
員
の
方
に
伺
っ
た
。 

 

午
後
は
笹
川
に
。
長
井
家
の
屋
敷
神
は

短
パ
ン
に
オ
ニ
ギ
リ
と
鎌
を
持
っ
た
坊
や

の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
像
だ
。
石
工
は

ど
ん
な
人
か
と
想
像
し
た
。
勝
田
家
の
石

祠
に
は
梅
の
木
に
彫
ら
れ
た
小
さ
な
天
神

様
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
大
切
に
守
ら
れ

て
い
る
の
を
感
じ
る
。
ま
た
、
路
傍
の
阿
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大家庄の曹洞宗天香寺門前にて記念撮影 

弥
陀
如
来
を
車
中
よ
り
拝
し
た
。 

 
大
家
庄
の
曹
洞
宗
天
香
寺
で
は
住
職
の
菅
田
さ
ん
、
観
音
堂
の
お
世
話
係
り
の
池
田
さ

ん
、
柳
沢
さ
ん
に
お
出
迎
え
い
た
だ
く
。 

 

山
門
横
の
観
音
堂
に
は
彩
色
あ
ざ
や
か
な
四
十
七
体
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
最

前
列
中
央
の
厨
司
に
納
ま
る
像
は
、
村
の
家
庭
で
ひ
と
月
ず
つ
預
か
っ
て
い
た
ら
し
い
。

中
で
も
後
列
の
不
動
明
王
は
姿
も
色
も
一
際
目
立
っ
て
い
た
。
観
音
堂
と
向
か
い
合
っ
て

地
蔵
堂
が
あ
り
、
近
く
で
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

墓
域
に
は
多
く
の
石
仏
や
五
輪
塔
が
見
ら
れ
る
。
住
職
の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
寺
は
鎌

倉
時
代
は
臨
済
宗
で
あ
っ
た
。
七
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
室
町
時
代
に
曹
洞
宗
に
改

宗
し
た
そ
う
だ
。
村
人
た
ち
は
畑
か
ら
出
て
き
た
、
洪
水
で
流
れ
て
き
た
、
管
理
者
が
居

な
い
等
の
理
由
で
、
行
き
場
の
な
い
石
仏
や
石
塔
を
寺
に
納
め
た
ら
し
い
。
寺
と
村
人
の

か
か
わ
り
方
が
深
か
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。 

 

次
に
横
水
の
一
里
塚
へ
向
か
っ
た
。
街
道
の
東
側
の
題
目
塔
の
裏
面
に
は
「
文
化
八
辛

未
」（
一
八
一
一
）
の
文
字
が
読
み
取
れ
た
。
西
側
の
御
堂
の
中
の
色
あ
ざ
や
か
な
青
面
金

剛
を
拝
観
。
台
石
の
向
か
っ
て
左
に
三
猿
、
右
側
に
は
鶏
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
左
の

ち
い
さ
な
御
堂
に
は
如
意
輪
観
音
、
十
一
面
観
音
、
地
蔵
が
居
ら
れ
た
。
一
体
が
盗
難
に

あ
い
、
今
は
地
蔵
を
安
置
し
た
の
だ
と
い
う
。
仏
像
の
盗
難
を
心
配
せ
ね
ば
な
ら
な
い
世

の
中
に
な
っ
た
と
は
嘆
か
わ
し
い
。 

 

殿
町
で
は
大
井
家
の
屋
敷
神
の
稲
荷
明
神
を
拝
す
る
。
瓦
葺
き
朱
塗
り
の
祠
に
祀
ら
れ

て
い
る
。
台
石
に
二
匹
の
狐
が
向
き
合
っ
て
い
た
。
私
は
お
稲
荷
さ
ん
は
狐
だ
と
勘
違
い

し
て
い
た
。
狐
は
お
稲
荷
さ
ん
の
使
い
で
あ
っ
た
。
稲
荷
明
神
は
昔
は
農
耕
神
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
。
殿
町
に
は
木
像
の
お
稲
荷
さ
ん
も
多
い
と
聞
い
た
。
す
ぐ
近
く
の
観
音
庵
を

訪
ね
る
と
、
幾
体
も
の
如
意
輪
観
音
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
八
十
八
ケ
所
め
ぐ
り
の
満
願

成
就
の
際
だ
と
刻
ま
れ
た
の
も
あ
っ
た
。 

 

夕
日
が
赤
み
を
帯
び
た
頃
、
番
外
と
し
て
舟
川
の
長
い
桜
並
木
の
近
く
で
、
塚
ら
し
き

も
の
に
立
ち
寄
る
。
大
小
の
石
が
二
つ
並
ん
で
い
た
。
茨
や
草
を
踏
み
分
け
て
近
づ
い
た
。

石
に
は
読
み
取
り
に
く
い
も
の
の
、
浅
く
彫
ら
れ
た
文
字
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。
が
、

何
で
あ
る
か
不
明
の
ま
ま
帰
途
に
就
い
た
。 

 

好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
如
意
輪
観
音
、
青
面
金
剛
に
出
会
え
た
。
お
世
話
い
た
だ
い

た
方
々
、
会
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
塚
石
の
浅
き
筋
彫
り
秋
夕
焼
」 
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太子堂 毘沙門天 

白山妙理権現 不動三尊、熊野権現、行基菩薩 宇賀弁財天 水天 

北陸石仏の会 第５０回例会 

―旧金津町と丸岡町の石仏めぐり― 
平成２７年５月２４日(日) 

 

参 加 費：５０００円（バス・資料代） 

集合場所：①大沢野文化会館………７時００分 

②ＪＲ砺波駅南口………７時４０分 

③ＪＲ金沢駅西口………８時２０分 

④ＪＲ芦原温泉駅………９時３０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局

締め切り：平成２７年５月１５日(金) 

案   内：滝本やすし(金沢市) 
 
 

◎あわら市矢地 八幡神社／太子堂 

◎あわら市中川 路傍／毘沙門天 

◎あわら市中川 路傍／光導名号塔 

◎あわら市椚 八幡神社／椚古墳磨崖種子群、七重塔 

◎あわら市清滝 路傍／善光寺式阿弥陀三尊 

◎あわら市後山 春日神社／白山妙理権現 

◎坂井市丸岡町篠岡 笠間神社／六十六部の石仏 

◎坂井市丸岡町巽町 浄土宗本光院／徳本名号塔、六地蔵、五輪塔(本多家歴代墓標) 

◎坂井市丸岡町石城戸町 浄土宗白道寺／亀趺墓(日向御前墓標) 

◎坂井市丸岡町谷町２丁目 近藤家／不動三尊、熊野権現、行基菩薩 

◎坂井市丸岡町猪爪６丁目 猪爪第３公園弁天堂／宇賀弁財天、不動明王 

◎坂井市丸岡町東二ツ屋 白山神社／水天 

 [諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 

 
 

平成２７年度の会費を、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。 


